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自己不一致感と楽観性からみた前思春期心性の構造 

問題と目的：思春期に入る直前の 10歳前

後の時期は前思春期と呼ばれ、ライフサイ

クル上の重要な転換期としての意味を持つ

と考えられている。10 歳前後の時期に関し

て、前思春期の子どもたちは様々な経験を

する中で将来の挫折を乗り越えていける柔

軟性を身に着けることが出来るという報告

がある。また、前思春期における問題の一

つとして小学生の時期から不登校の生徒数

が高い水準で推移しているという報告から、

前思春期において不登校が問題視されてい

ることが考えられる。従って前思春期の時

期は、子どもの発達上非常に重要な意味を

持つ時期であると考える。従来より、思春

期の時期が心理的葛藤に苦しみ精神的不健

康であると言われているが、本研究では前

思春期の時期から不安定な気持ちや心理的

葛藤で苦しむと考えられる。その中で思春

期において楽観的思考であることは精神的

健康度を保つための特性であると示唆され

ている。楽観性における報告の中で、楽観

的思考を持つ傾向の中学生は将来に対する

期待が高いという報告があることからも思

春期において将来に対して明るい捉え方や

期待を持つことは「将来こうなりたい、こ

うありたい自分」に近づける可能性を含む

と考えられる。また、思春期における精神

的健康度を下げる要因の一つとして理想自

己と現実自己のズレ(自己不一致感)の高ま

りが報告されている。従って思春期に抱え

る多くの悩みのうちの一つとして自己不一

致感が高まることが考えられる。本研究に

おいての楽観性の定義に将来の自己像に対

する肯定的評価・期待も含むことから“こ

うなりたい”“こうありたい”という理想自

己を思い描くことに繋がると考えられる。

従って、楽観性の概念と理想自己を思い描

くことに関連があると考える。 

方法：小中学生に対して質問紙調査を行い、

回答に不備の無かった小学生 121 名、中学

生 454 名を対象として分析を行った 
結果と考察：楽観性の「楽観的能力認知」、

「割り切りやすさ」、「楽天的楽観」の 3 因

子において中学生に比べ小学生の方が楽観

的傾向であることが示された。自己一致に

ついては小学生と中学生の有意な差は見ら

れなかった。また、楽観性・自己一致得点

と精神的健康度の構造を分析するため小学

生・中学生ごとに共分散構造分析を行った。

その結果、小学生と中学生において違った

構造をもつことが明らかとなった。また、

理想自己の記述傾向において小学生と中学

生の記述傾向をみるため KJ 法を行いそれ

ぞれにおいてグループ分けを行った。その

結果、理想自己の記述傾向においても小学

生と中学生において傾向の差が見られた。 
以上の結果から、自己一致に関して小学

生と中学生における差は見られなかったが、

各学年における差は示された。自己不一致

感の高まりは思春期の特徴ではなく、前思

春期においても現れる悩みの一つであるこ

とが明となった。また、パス解析から小学

生において自己不一致感を下げる楽観性の

要因は「割り切りやすさ」、「運の強さへの

信念」、「楽天的楽観」であり、自己不一致

感の減少は精神的健康度の高まりに影響す

ると示された。中学生においては「楽観的

な能力認知」、「割り切りやすさ」、「楽観的

展望」、「運の強さへの信念」因子が自己不

一致感を下げる要因として示され、自己不

一致感の減少は精神的健康度の高まりに影

響すると示された。 


